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　33の診療科と40を超える学会認定を持つ、名古屋市の東部方面を受け持
つ総合病院です。
　救急医療に力を入れ、年間約7,000件の救急搬送を受け入れております。
平成27年3月に救急・外来棟をオープンし、平成30年2月には救命救急セン
ターの指定を受けました。また、令和２年１月に入院・診療棟がオープンし、より
一層充実した医療の提供を図っています。
　心臓血管センター、脳血管センター、内視鏡センターを設置し、心臓血管疾
患や脳血管疾患に対する高度・専門医療に積極的に取り組んでいます。平成
25年度からは、地域医療支援病院の指定を受け、地域の中核的病院としての
役割を果たしています。
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　当院は、プライマリーケアに力を入れています。特に、救急搬送件数は年間
約7,000件あり、数多くの救急症例を経験できます。また、病床数520床に対
して、研修医定員が9名と比較的少ないため、１人当りでみても、豊富な症例
数を経験できます。各診療科での研修は、原則として各学年2名までとしてお
り、臨床研修指導医や多くの専門医からの指導を受けることができ、医師とし
ての土台作りの時期である初期研修に適した病院です。
　名古屋市立大学病院、名古屋市立大学医学部附属西部医療センターと協
力したプログラムの作成が可能で、相互に行き来して研修を行っています。
　臨床研修センターを中心とした多くの教育プログラムを用意しています。
○ オリエンテーション（4月）
○ シミュレータ研修（CVC、縫合他）
○ 救急症例検討会（隔週開催）
○ スキルアップ講座（隔週開催）
○ 抄読会、読影会（随時開催）　など

○当院は、内科・救急科専門研修基幹施設です。内科・救急科希望者は、その
まま当院で専門研修を続けることができます。

○他の診療科希望者は、 名古屋市立大学関連病院での専門研修に進み、当
院で後期研修を続けることができます。
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採 用 実 績 ２０２2年度　8人　・　２０２3年度　9人

給与／月額 1年次　400,000円　・　２年次　400,000円
(※令和4年度実績、手当含まず)

当直回数／月 4回程度
当 直 料／回 25,000～ 52,000円

そ の 他 研修費（図書費・学会補助）年額10万円あり

応募連絡先
担 当 者 臨床研修センター事務担当
電 話 番 号 052-721-7171
E メ ー ル res.emc@med.nagoya-cu.ac.jp
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採 用 実 績 2022年度　8人　・　2023年度　8人

給与／月額 １年次　400,000円　・　２年次　400,000円
(※手当含まず。)

当直回数／月 －
当 直 料／回 －

そ の 他 平日夜間勤務有（２～３回／月）
休日勤務有（日勤１～２回／月・夜勤１～２回／月）

応募連絡先
担 当 者 管理課庶務係　笠井
電 話 番 号 052-991-8121
E メ ー ル a9918121@sec.nagoya-cu.ac.jp

　東部医療センターの初期研修の最大
の強みは、救急医療の最前線に立ち続け
ることにより、当院での２年間の研修を乗
り越えた後は大きな自信を得ることがで
きるところにあります。指導医の数に対し
て研修医の定員が適正であり、十分な指
導を受けられる体制が整っています。
　臨床研修センターでは、研修医に担当指導医を当てるメンター制を
導入しており、研修に関する希望、疑問、悩みなどを相談できます。ま
た、臨床研修センターのスタッフとともに、スケジュールの調整、労働環
境の整備などを行っています。プログラムの内容も希望に合わせて調
整が可能で、きめ細かい指導を心がけています。
　大学病院化により多様な指導医が増え、三病院の連携によってこれ
まで以上に多彩な選択肢が提供できるようになります。当院での研修
が皆さんのキャリアの土台として最高に良いものとなるよう、センター
スタッフ一同、日々努力して参ります。一緒に頑張っていきましょう。
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多彩な症例を経験し充実した研修を！
　東部医療センターの特徴は、年間7,000件
もある救急車受け入れ件数です。Common 
diseaseから三次救急の重症例まで幅広く対
応できるようになります。当直は様々な科の上
級医がともに診療にあたってくださり、相談し
やすい環境です。当直後には救急科の振り返
りカンファレンスがあり、自分たちの診療につ
いてのフィードバックがおこなわれます。救急専門医のきめ細やかな指
導により、救急初期対応をしっかりと学ぶことができます。
　各科のローテート研修では、上級医の手厚い指導のもと、主体性を
もって診療に取り組むことができます。一人ひとりの患者さんの治療
方針決定に関わることで、三年目以降に向けての自信に繋がります。
また病院の規模に対して研修医の定員は9人と比較的少ないため、一
人当たりでみる症例数が豊富で、手技を経験できる機会も多いです。
　当院の研修プログラムは、二年目で名古屋市立大学病院や西部医
療センターでのローテートも選択できます。各科の充実した研修によ
り、医師として必要なスキルを漏れなく学ぶことができます。
　当院はスタッフの雰囲気も明るく働きやすい病院です。当院で研修
されてそのまま専攻医として残られる先生も多くいらっしゃいます。ま
ずは一度見学に来てみてください。東部医療センターで一緒に研修で
きる日を心待ちにしています。
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地下鉄（東山線・桜通線）「今池」駅から徒歩にて約１０分
もしくは市営バスにて３分「東部医療センター」下車
地下鉄（東山線）「池下」駅から徒歩にて約１３分
もしくは市営バスにて５分「東部医療センター」下車
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名古屋市営地下鉄「黒川」、「名城公園」又は「庄内通」駅
より徒歩20分
名古屋市営バス 栄11・名駅13他「西部医療センター」
下車すぐ（時間帯によって「志賀公園前」下車徒歩2分）
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令和２年元日　入院・診療棟オープン令和２年元日　入院・診療棟オープン令和２年元日　入院・診療棟オープン令和２年元日　入院・診療棟オープン名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター名古屋市立大学医学部附属 東部医療センター 名古屋市立大学医学部附属西部医療センター

　西部医療センターは、地域の中核病院として親しまれてきた城北病院と城
西病院を前身とします。2011年にクオリティライフ21城北内の現在地に新築
移転し、両院を統合した名古屋市立西部医療センターとして運営を開始。以
来、小児・周産期医療、がん医療、脊椎医療、救急医療の拡充に取り組んでき
ました。2013年2月には名古屋陽子線治療センターを開設し、東海３県で初
めてとなる陽子線がん治療をスタート。また、同年９月には地域医療支援病院
の承認を受け、2019年４月には地域がん診療連携拠点病院に指定されまし
た。2021年４月より名古屋市立大学医学部の附属病院となり、名古屋市立
大学医学部附属西部医療センターに改称しました。病床数は一般病床500床
で、診療科数も内科8診療科をはじめ33診療科を標榜しており、ほとんどの
疾患に対応できる研修体制を整えています。

　西部医療センターは病診連携を基礎にした地域の中核病院で、日常診療で
よく遭遇する疾患をはじめ、急性期小児周産期医療を研修できます。総合病
院として各科の専門医が充実しており、各科で専門医から指導を受けること
ができ、また各科が関連学会の指定教育施設の認定を多く有していることか
ら、将来専門医を取得するために必要な研修ができます。成人救急医療に関
しては、年間8,000台近くの救急車の受け入れ実績のある名市大附属東部
医療センターで、緊急を要する病態や疾病・外傷に適切に対応できる救急医
療の基本的な診療と、１次・２次・３次救急医療の区別の理解、上級専門医・指
導医へのコンサルテーション、より高次な医療の必要性の判断と実践の指導
を受けることができます。さらに、選択科目の研修期間を充実し、西部・東部医
療センターと高度先端医療を担う名古屋市立大学病院との連携を強化した
臨床研修病院群の中から、各研修医が将来のキャリアを見据えた研修診療科
の選択が可能です。

初期研修プログラム例
1年次（救急のうち１か月は名市大附属東部医療センター）

2年次（精神科は名古屋市立大学病院、地域医療は上矢作病院等）
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　2021年4月に、名古屋市立西部医
療センターから名古屋市立大学医学
部附属西部医療センターと改称しまし
た。これまでも名古屋市立大学（特定機
能病院）、名古屋市立東部医療センター

（成人救急医療に重点）、名古屋市立
西部医療センター（小児・周産期、がん
医療に重点）の３病院1,800床を拠点
に初期臨床研修ができるシステム作り
をしてきました。今回、東部医療センターと西部医療センターが名古
屋市立大学の附属病院化したことで、名実ともに３病院間の連携強化
をさらに図ることが可能となりました。現在、西部医療センターの基幹
型定員は８名ですが、それに加えて名古屋市立大学病院のプログラム
からの受け入れを行っており、2024年4月からは２名増員の8名の受
け入れとなりますので、1年次は合わせて16名での研修となります。
今後はさらに協力型病院として増員予定でいます。将来目標として、
名古屋市立大学医学部の場で活躍できる若き医師を育成することを
掲げて、初期臨床研修医および後期研修医（専攻医）の育成強化を各
診療科とも実践しています。当院の初期臨床研修医は名古屋市立大
学医学部卒業者が約半分であることからもわかる通り、他大学卒業者
もウェルカムです。是非、当院への病院見学・実習して頂き、当院での
GeneralからSpecialまでの丁寧な指導体制の初期研修を通して、将
来希望する診療科を目指して共に頑張りましょう。

　西部医療センターは各科やスタッフ間の垣根が低く、すぐに相談し
やすいアットホームな雰囲気の病院です。病院見学は随時受け付けて
おりますので、まずは一度見学にお越しください。スタッフ一同、心より
お待ちしております。

臨床研修センターより
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からの受け入れを行っており、2024年4月からは２名増員の8名の受
け入れとなりますので、1年次は合わせて16名での研修となります。
今後はさらに協力型病院として増員予定でいます。将来目標として、
名古屋市立大学医学部の場で活躍できる若き医師を育成することを
掲げて、初期臨床研修医および後期研修医（専攻医）の育成強化を各
診療科とも実践しています。当院の初期臨床研修医は名古屋市立大
学医学部卒業者が約半分であることからもわかる通り、他大学卒業者
もウェルカムです。是非、当院への病院見学・実習して頂き、当院での
GeneralからSpecialまでの丁寧な指導体制の初期研修を通して、将
来希望する診療科を目指して共に頑張りましょう。
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